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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラボディ側マウントを介してカメラボディを着脱可能な第１マウント部と、前記第
１マウント部とは別に設けられており且つ前記カメラボディ側マウントとは寸法が異なる
交換レンズ側マウントを介して交換レンズを着脱可能な第２マウント部と、を備える第１
筐体部と、
　前記第１筐体部と一体的に構成されている第２筐体部と、
　前記第２筐体部に設けられており、撮影用設置台に対して着脱可能なアダプター側取付
座と、を有し、
　前記第１マウント部は、前記第１筐体部の第１面側に設けられており、
　前記第２筐体部は、前記第１面側の面とは反対側において、前記第１筐体部の前記反対
側の端面よりも更に前記反対側に突出した突出部を備えており、
　前記アダプター側取付座は、前記撮影用設置台に着脱可能なレンズ側取付座を備える前
記交換レンズを前記第２マウント部に装着している場合には、前記レンズ側取付座よりも
、前記交換レンズの光軸を中心とした放射方向に関して内側になるように配置されている
、ことを特徴とするアダプター。
【請求項２】
　前記アダプター側取付座は、前記撮影用設置台に着脱可能なボディ側取付座を備える前
記カメラボディを前記第１マウント部に装着している場合には、前記ボディ側取付座より
も、前記交換レンズの光軸を中心とした放射方向に関して外側になるように配置されてい
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る、ことを特徴とする請求項１に記載のアダプター。
【請求項３】
　前記アダプターは、被駆動部材と、前記被駆動部材を駆動する駆動系とをさらに有し、
　前記第２筐体部は、前記アダプター側取付座を前記第１筐体部とは反対側に備え、
　前記アダプター側取付座は、前記反対側において前記第２筐体部の中央近傍に配置され
ており、
　前記駆動系の少なくとも一部は、前記第２筐体部内において、前記アダプター側取付座
の周囲に配置されていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のアダプター。
【請求項４】
　前記第２筐体部の前記第１面側の面は、前記第１面よりも、前記第１マウント部に装着
されるカメラボディから離間する位置に形成されていることを特徴とする請求項１～３の
いずれか一項に記載のアダプター。
【請求項５】
　前記突出部の、前記第２マウント部に面する側には、凹部が形成されていることを特徴
とする請求項１～４のいずれか一項に記載のアダプター。
【請求項６】
　前記駆動系は、前記第２マウント部に装着されている交換レンズの絞りを駆動する駆動
装置であることを特徴とする請求項３に記載のアダプター。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のアダプターと、
　前記第１マウント部に装着されたカメラボディと、
　前記第２マウント部に装着された交換レンズと、を備えるカメラシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラボディと交換レンズの間に介装されるアダプター及びそのアダプター
を用いるカメラシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラボディに対してレンズを脱着可能にし、ユーザーの好みに応じて最適なレンズに
交換するタイプのカメラが知られている。
　この種のカメラはカメラボディ側に脱着機構を備えたレンズマウントが設けられ、その
レンズマウントに対して交換レンズが脱着できるようになっている（例えば、特許文献１
及び特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－１１６６３１号公報
【特許文献２】特開平４－１２１７２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、既存のカメラとレンズマウントの仕様の異なるカメラが広く普及している。しか
し、この新仕様のカメラを購入した場合にも、既存の仕様のレンズを使用したいニーズが
あり、この場合には、既存の仕様のレンズを利用するためにアダプターが用いられる。
　アダプターは、その一方の側にカメラボディ側のレンズマウントが装着され、その他方
の側に交換レンズが装着される。すなわち、アダプターの一方の側には新仕様のレンズマ
ウントに適合するマウント（取付部）が設けられており、他方の側には既存仕様の交換レ
ンズに適合するマウント（取付部）が設けられている。
【０００５】
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　ところで鏡筒長の長い（或いは重量の重い）交換レンズをアダプターを介してカメラに
装着して撮影を行う場合に三脚を使用する場合がある。この三脚を取り付けるための三脚
取付部（三脚ネジ穴）は通常、カメラボディ底部や焦点距離の長い交換レンズに設けられ
ているが、アダプターにもこのような三脚取付部（三脚ネジ穴）を設けることで利便性を
良くすることができる。
【０００６】
　本発明は、上記の事情に鑑み成されたものであって、アダプターに三脚取付部（三脚ネ
ジ穴）を設けた場合にも不都合のないアダプター及びカメラシステムを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様のアダプターは、カメラボディ側マウントを介してカメラボディを
着脱可能な第１マウント部と、前記第１マウント部とは別に設けられており且つカメラボ
ディ側マウントとは寸法が異なる前記交換レンズ側マウントを介して交換レンズを着脱可
能な第２マウント部と、を備える第１筐体部と、前記第１筐体部と一体的に構成されてい
る第２筐体部と、前記第２筐体部に設けられており、撮影用設置台に対して着脱可能なア
ダプター側取付座と、を有し、前記第１マウント部は、前記第１筐体部の第１面側に設け
られており、前記第２筐体部は、前記第１面側の面とは反対側において、前記第１筐体部
の前記反対側の端面よりも更に前記反対側に突出した突出部を備えており、前記アダプタ
ー側取付座は、前記撮影用設置台に着脱可能なレンズ側取付座を備える前記交換レンズを
前記第２マウント部に装着している場合には、前記レンズ側取付座よりも、前記交換レン
ズの光軸を中心とした放射方向に関して内側になるように配置されている、ことを特徴と
するアダプターである。
　本発明の第２の態様のカメラシステムは、請求項１から６のいずれか一項に記載のアダ
プターと、第１マウント部に装着されたカメラボディと、第２マウント部に装着された交
換レンズと、を備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、アダプターにアダプター側取付座を設けた場合にも不都合のないアダ
プターが得られる。本発明においては、交換レンズを、レンズ側取付座で撮影用設置台に
取り付ける場合にアダプター側取付座と撮影用設置台との干渉を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態のカメラシステムを示す斜視図である。
【図２】本実施形態のカメラシステムの機能構成を示す図である。
【図３】本実施形態のアダプターを示す斜視図である。
【図４】本実施形態のアダプターを示す正面図である。
【図５】本実施形態の第２アダプター側マウント、可動部材、及び駆動装置を示す正面図
である。
【図６】本実施形態の可動部材及び駆動装置を示す斜視図である。
【図７】本実施形態の駆動装置を示す斜視図である。
【図８】本実施形態の可動部材及び駆動装置を示す正面図である。
【図９】本実施形態の可動部材、駆動装置、及び押え板を示す正面図である。
【図１０】本実施形態のアダプターの一部を図４のＡ－Ａ断面部分で破断した側面図であ
る。
【図１１】本実施形態のアダプターの図１０のＢ－Ｂ断面に対応する断面図である。
【図１２】本実施形態のカメラシステムの取付座部分を破断した側面図である。
【図１３】本実施形態のアダプターとカメラボディを示す正面図である。
【図１４】本実施形態のカメラシステムの取付座部分を破断した側面図である。
【図１５】本実施形態のカメラシステムを示す正面図である。
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【図１６】本実施形態のカメラシステムの取付座部分を破断した側面図である。
【図１７】本実施形態の他の形態のアダプターを示す正面図である。
【図１８】本実施形態のさらに他の形態のアダプターを示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本実施形態について説明する。図１は、本実施形態のカメラシステムを示す斜視図であ
る。
　図１に示すカメラシステム１は、カメラボディ１００、交換レンズ２００、及びアダプ
ター３００を含む。アダプター３００は、カメラボディ１００に取り付けられている。交
換レンズ２００は、アダプター３００に対してカメラボディ１００とは反対側おいて、ア
ダプター３００に取り付けられている。
【００１１】
　本実施形態のカメラボディ１００は、ボディ側マウント１１を含む。ボディ側マウント
１１は、ボディ側マウント１１と寸法が合うマウントを有する交換レンズ等を取り付ける
ことができる。本実施形態の交換レンズ２００のマウントは、ボディ側マウント１１と寸
法が異なる。そのため交換レンズ２００は、カメラボディ１００に直接的に取り付けるこ
とができない。交換レンズ２００は、アダプター３００を介して間接的にボディ側マウン
ト１１に取り付けることができる。すなわち、アダプター３００は、カメラボディ１００
に直接的に取り付けられるようボディ側マウント１１と寸法が合うマウントとして第１ア
ダプター側マウント（第１マウント部／図２の符号３１参照）を有している。さらにアダ
プター３００は、カメラボディ１００が取り付けられる（第１アダプター側マウント３１
の）反対側に、交換レンズ２００（交換レンズ側マウント２１／図２参照）を直接的に取
り付けられるよう第２アダプター側マウント３６２（第２マウント部）を有している。
【００１２】
　本実施形態のカメラボディ１００は、ボディ側マウント１１が配置されている正面１２
に対して側方を向く側面のうち上部に位置する頂面１３と、正面１２とは反対側を向く背
面１４とを有する。本実施形態のカメラボディ１００は、頂面１３に閃光装置等のアクセ
サリーを取り付けることができる。
【００１３】
　本実施形態において、図１等に示すＸＹＺ直交座標系を設定し、各部の位置関係等を説
明することがある。このＸＹＺ直交座標系において、Ｙ軸方向は、交換レンズ２００の光
軸ＡＸとほぼ平行な方向である。このＸＹＺ直交座標系において、Ｘ軸方向及びＺ軸方向
は、それぞれＹ軸方向と直交し、かつ互いに直交する方向である。正面１２及び背面１４
は、それぞれ、Ｙ軸方向とほぼ直交している。頂面１３は、Ｚ軸方向とほぼ直交している
。
【００１４】
　図２は、本実施形態のカメラシステムの機能構成を示す図である。図２に示すように、
カメラシステム１において、交換レンズ２００へ入射した光は、交換レンズ２００及びア
ダプター３００を通って、カメラボディ１００の撮像素子１１０へ入射する。カメラシス
テム１は、交換レンズ２００によってカメラボディ１００の撮像素子１１０に形成された
像を、カメラボディ１００によって撮像することができる。
【００１５】
　本実施形態の交換レンズ２００は、複数のレンズ２０１、絞りユニット２０２（開口絞
り）、絞り駆動部材２０３、レンズ制御部２０４、第１端子部２０５、及び鏡筒２０６（
図１参照）を有する。複数のレンズ２０１は、交換レンズ２００へ入射した光を屈折させ
て、カメラボディ１００の撮像素子１１０の受光面に結像させる。絞りユニット２０２は
、複数のレンズ２０１を通って撮像素子１１０へ入射する光の光量を開口率によって変化
させる。絞り駆動部材２０３は、例えば、絞りユニット２０２と連動する絞りレバーであ
る。絞りユニット２０２の開口率は、絞り駆動部材２０３の変位によって変化する。カメ
ラシステム１は、絞りユニット２０２の開口率を制御することによって、撮像素子１１０
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に対する露光量と被写界深度を制御することができる。鏡筒２０６は、複数のレンズ２０
１、絞りユニット２０２、及びレンズ制御部２０４を収容して保護する。第１端子部２０
５は、鏡筒２０６に取り付けられている。第１端子部２０５は、レンズ制御部２０４に接
続されている。第１端子部２０５は、交換レンズ２００がアダプター３００に取り付けら
れた状態（以下、交換レンズ２００の着状態という）において、アダプター３００の第２
端子部３３０に接続される。本実施形態のレンズ制御部２０４は、光軸ＡＸとほぼ平行な
方向における複数のレンズ２０１の位置を制御し、複数のレンズ２０１の焦点位置を制御
するフォーカシング制御、及びズーム倍率を制御するズーム制御等を行う。
【００１６】
　本実施形態のアダプター３００は、可動部材３１０（被駆動部材）、駆動装置３２０（
駆動系）、第２端子部３３０、第３端子部３４０、及びアダプター制御部３５０を有する
。可動部材３１０は、駆動装置３２０によって駆動されることによって、交換レンズ２０
０の絞り駆動部材２０３を変位させる。第２端子部３３０及び第３端子部３４０は、それ
ぞれ、アダプター制御部３５０に接続されている。第２端子部３３０は、交換レンズ２０
０の着状態において、交換レンズ２００の第１端子部２０５に接続される。第３端子部３
４０は、アダプター３００がカメラボディ１００に取り付けられた状態（以下、アダプタ
ー３００の着状態という）において、カメラボディ１００の第４端子部１２０に接続され
る。アダプター３００については、後に詳しく説明する。
【００１７】
　本実施形態のカメラボディ１００は、図１に示すように、レリーズ釦１５、第１着脱ス
イッチ１６、及び筐体１７を有する。また、カメラボディ１００は、図２に示すように、
撮像素子１１０、第４端子部１２０、及びカメラ制御部１３０を有する。
【００１８】
　本実施形態のレリーズ釦１５は、頂面１３に配置されている。カメラボディ１００は、
レリーズ釦１５が操作（半押し又は全押し）されたことを検出して、撮像処理等の各種処
理を行う。
【００１９】
　本実施形態の第１着脱スイッチ１６は、正面１２に配置されている。ボディ側マウント
１１に取り付けられた交換レンズ又はアダプター３００は、第１着脱スイッチ１６が操作
されることによって、ボディ側マウント１１から取り外すことができる。第１着脱スイッ
チ１６は、ボディ側マウント１１に配置されたピンと連動する。このピンは、アダプター
３００の着状態において、光軸ＡＸを中心とする周方向におけるカメラボディ１００とア
ダプター３００との相対位置を規制する。すなわち、このピンは、アダプター３００の着
状態において、アダプター３００がカメラボディ１００に対して、光軸ＡＸを中心とする
周方向に回転しないように相対位置を規制する。
【００２０】
　本実施形態の筐体１７は、撮像素子１１０及びカメラ制御部１３０を収容して保護する
。第４端子部１２０は、筐体１７に設けられている。第４端子部１２０は、アダプター３
００の着状態において、アダプター３００の第３端子部３４０と接続される。本実施形態
のカメラボディ１００は、カメラボディ１００内の各部に電力を供給する電池を有する。
【００２１】
　本実施形態の撮像素子１１０は、二次元的に配列された複数の画素を含む。撮像素子１
１０の各画素は、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（
Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）
センサー等の受光素子を含む。撮像素子１１０の受光素子は、交換レンズ２００から各画
素へ入射した光の光量に応じた電荷を発生する。撮像素子１１０は、各画素に入射した光
により受光素子に発生した電荷を信号に変換する。撮像素子１１０は、交換レンズ２００
を介して撮像素子１１０の受光面に形成された被写体の像を示す画像信号を生成する。
【００２２】
　本実施形態のカメラ制御部１３０は、レリーズ釦１５が操作（半押し又は全押し）され
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たことを示す操作を検出する。カメラ制御部１３０は、検出した操作に基づいて、撮像素
子１１０を制御し、撮像処理を実行する。また、カメラ制御部１３０は、撮像処理を行う
上で必要とされる処理を、アダプター３００を介して交換レンズ２００に実行させる。
【００２３】
　本実施形態において、カメラ制御部１３０は、アダプター制御部３５０を制御する制御
信号と、撮像に必要とされる情報を示す信号とを、第４端子部１２０及び第３端子部３４
０を介してアダプター制御部３５０に出力する。アダプター制御部３５０は、レンズ制御
部２０４を制御する制御信号と、撮像に必要とされる情報を示す信号とを、第２端子部３
３０及び第１端子部２０５を介してレンズ制御部２０４に出力する。レンズ制御部２０４
は、撮像に必要とされる情報を示す信号を、第１端子部２０５及び第２端子部３３０を介
してアダプター制御部３５０に出力する。本実施形態のカメラボディ１００は、カメラシ
ステム１の各部に電力を供給する電池を有する。カメラボディ１００は、第４端子部１２
０及び第３端子部３４０を介してアダプター３００内の各部に電力を供給する。さらに、
アダプター３００は、カメラボディ１００から供給された電力を第２端子部３３０及び第
１端子部２０５を介して交換レンズ２００内の各部に電力を供給する。第１端子部２０５
、第２端子部３３０、第３端子部３４０、第４端子部１２０は、それぞれ、信号が入出力
される信号端子と、電力が供給される電源端子と、電源端子と対になる接地端子と、を有
する。
【００２４】
　次に、アダプター３００について詳しく説明する。図３は、本実施形態のアダプターを
示す斜視図である。図４は、本実施形態のアダプターを示す平面図である。
【００２５】
　本実施形態のアダプター３００は、第１収容部材（第１筐体部）３６０、第２収容部材
（第２筐体部）３６１、第１アダプター側マウント３１（図２）、第２アダプター側マウ
ント３６２、ピン３６３、及び第２着脱スイッチ３６４を有する。
【００２６】
　本実施形態の第２収容部材（第２筐体部）３６１は、図２に示した駆動装置３２０の少
なくとも一部を収容している。本実施形態の第２収容部材３６１は、概ね箱状である。第
２収容部材３６１は、交換レンズ２００の着状態において、交換レンズ２００の光軸ＡＸ
と交差する方向（－Ｚ方向）を向く面（以下、底面３６５という）を有する。底面３６５
は、アダプター３００を三脚等に固定可能なネジ穴等を有する。第２収容部材３６１は、
底面３６５とは反対側（＋Ｚ方向）を向く面で、第１収容部材３６０と接合されている。
底面３６５を含む底部３６６は、第１収容部材３６０と接合される面を含む天井部３６７
に対して、アダプター３００の外部に向って突出している。底部３６６は、交換レンズ２
００の着状態において、天井部３６７よりも交換レンズ２００に向って突出して配置され
る。
【００２７】
　本実施形態の第１収容部材（第１筐体部）３６０は、可動部材３１０及び第２端子部３
３０と第３端子部３４０とアダプター制御部３５０とを収容している。第１収容部材３６
０は、第２収容部材３６１の底面３６５が三脚、机等に支持されている状態で、第２収容
部材３６１に支持される。
【００２８】
　本実施形態の第１収容部材３６０は、円筒状である。第１収容部材３６０の軸方向は、
交換レンズ２００の着状態において、交換レンズ２００の光軸ＡＸとほぼ平行になる。第
１収容部材３６０は、第１開口部３６８及び第２開口部３６９を有する。第１開口部３６
８は、アダプター３００の着状態においてカメラボディ１００を向く方向（－Ｙ方向）に
配置される。第２開口部３６９は、交換レンズ２００の着状態において交換レンズ２００
を向く方向（＋Ｙ方向）に配置される。交換レンズ２００からアダプター３００に入射し
た光は、第２開口部３６９を通った後に第１開口部３６８を通って、カメラボディ１００
へ入射する。
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【００２９】
　本実施形態の第２アダプター側マウント３６２は、第１収容部材３６０に取り付けられ
ている。第２アダプター側マウント３６２は、アダプター３００の着状態において、カメ
ラボディ１００とは反対側（＋Ｙ方向）を向く面に配置される。本実施形態の第２アダプ
ター側マウント３６２は環状である。第２アダプター側マウント３６２は、交換レンズ２
００と接触するマウント面３７０を有する。第２アダプター側マウント面３７０は、少な
くとも一部が平面である。第２アダプター側マウント３６２は、交換レンズ２００の着状
態において、交換レンズ２００の光軸ＡＸが第２アダプター側マウント３６２の中心を通
るように配置される。
【００３０】
　本実施形態の第２端子部３３０は、第２開口部３６９の内周の近傍に配置されている。
第２端子部３３０の一部は、第２開口部３６９の内周の内側へ張り出している。第２端子
部３３０は、第２収容部材３６１との間に第２開口部３６９を挟むように、配置されてい
る。本実施形態において、光軸ＡＸを中心とする周方向の位置（回転位置）について、第
２端子部３３０の位置を基準（０°）とした角度で示すことがある。この角度は、光軸方
向の一側から見て（－Ｙ方向に見て）時計回りを正とし、反時計回りを負とする。
【００３１】
　本実施形態のピン３６３及び第２着脱スイッチ３６４は、光軸ＡＸを中心とする周方向
において、第２端子部３３０からほぼ９０°の回転位置に配置されている。ピン３６３は
、マウント面３７０の法線方向（Ｙ軸方向）に進退可能である。ピン３６３は、例えば、
マウント面３７０から突出する第１位置と、マウント面３７０から突出しない第２位置と
の間で進退可能である。ピン３６３は、第２着脱スイッチ３６４が操作されることによっ
て進退する。
【００３２】
　本実施形態のピン３６３は、交換レンズ２００の着状態において第１位置に配置されて
いる場合に、交換レンズ２００に設けられた孔部（図示しない）に挿通される。ピン３６
３は、交換レンズ２００に設けられた孔部に挿入されている状態において、交換レンズ２
００の光軸を中心とする周方向におけるアダプター３００に対する交換レンズ２００の相
対位置を規制する。すなわち、ピン３６３は、交換レンズ２００の光軸を中心とする周方
向において交換レンズ２００がアダプター３００に対して回転しないようにする。ピン３
６３は、交換レンズ２００の着状態において第２位置に配置されている場合に、交換レン
ズ２００に設けられた孔部に挿入されない。したがって、交換レンズ２００は、第２着脱
スイッチ３６４の操作によりピン３６３が第２位置に配置されている場合に、第２アダプ
ター側マウント３６２から取り外すことができる。
【００３３】
　図５は、本実施形態の第２アダプター側マウント、可動部材３１０及び駆動装置３２０
を示す平面図である。本実施形態の可動部材３１０及び駆動装置３２０は、光軸方向（Ｙ
軸方向）から見て第２アダプター側マウント３６２と重なる範囲に配置されている。可動
部材３１０及び駆動装置３２０は、第２アダプター側マウント３６２に対して、交換レン
ズ２００とは反対側（－Ｙ方向）に配置されている。図５において、可動部材３１０及び
駆動装置３２０は、第２アダプター側マウント３６２等を透かして模式的に図示されてい
る。
【００３４】
　本実施形態の可動部材３１０は、光軸ＡＸを中心とする環のうち、光軸ＡＸを中心とす
る周方向における所定の角度範囲α［°］を占める部分と概ね同じ形状（三日月形状、円
弧形状）である。本実施形態において、角度範囲α［°］は、１５０°程度である。角度
範囲α［°］は、例えば、１８０°以下でもよいし、１２０°以下でもよく、９０°以下
でもよい。可動部材３１０は、図５に記載の状態から、光軸ＡＸを中心とする周方向に反
時計回りに角度（θ１＋θ２）［°］だけ回動可能に設けられている。
【００３５】
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　本実施形態の駆動装置３２０は、光軸方向（Ｙ軸方向）から見て第２アダプター側マウ
ント３６２の内周よりも内側の領域と第２アダプター側マウント３６２の外周よりも外側
の領域とにまたがる範囲に設けられている。本実施形態の駆動装置３２０は、概ね－１５
０°の角度位置に配置されている。駆動装置３２０は、光軸ＡＸを中心とする周方向の所
定の角度範囲で可動部材３１０を回動させる。可動部材３１０が反時計回りに最も移動で
きる位置まで回動している第１状態と、可動部材３１０が時計回りに最も移動できる位置
まで回動している第２状態（後述する最大開口位置）とで、光軸ＡＸを中心とする周方向
における可動部材３１０の一端の回転位置が角度（θ１＋θ２）［°］だけ変化する。す
なわち、可動部材３１０が回動可能な第１範囲Ａ１は、光軸ＡＸを中心とする環のうち、
光軸ＡＸを中心とする周方向の角度範囲（α＋θ１＋θ２）［°］に相当する区間である
。なお、図５に記載の可動部材３１０の状態は第２状態である。
【００３６】
　本実施形態において、光軸ＡＸを中心とする放射方向（第２アダプター側マウント３６
２の径方向）に関して、可動部材３１０と光軸ＡＸとの距離Ｌ１は、第２端子部３３０と
光軸ＡＸの距離Ｌ２とほぼ同じである。すなわち、光軸ＡＸを中心とる放射方向に関して
、可動部材３１０の一部と光軸ＡＸとの距離は、第２端子部３３０の一部と光軸ＡＸとの
距離と同じである。第２端子部３３０は、可動部材３１０が最も第２端子部３３０に接近
した状態（第２状態）において、光軸方向（Ｙ軸方向）から見た可動部材３１０が第２端
子部３３０の端子と重ならないように設定されている。すなわち、第２端子部３３０は、
光軸ＡＸを中心とする周方向において、可動部材３１０が回動可能な第１範囲Ａ１を除く
第２範囲Ａ２に配置されている。
【００３７】
　本実施形態において、光軸ＡＸを中心とする放射方向に関して、可動部材３１０と光軸
ＡＸとの距離Ｌ１は、ピン３６３と光軸ＡＸの距離Ｌ３とほぼ同じである。すなわち、光
軸ＡＸを中心とする放射方向に関して、可動部材３１０の一部と光軸ＡＸとの距離は、ピ
ン３６３の一部と光軸ＡＸとの距離と同じである。ピン３６３は、光軸ＡＸを中心とする
周方向において、可動部材３１０が回動可能な第１範囲Ａ１を除く第２範囲Ａ２に配置さ
れている。
【００３８】
　図６は、本実施形態の可動部材３１０及び駆動装置３２０を示す斜視図である。図７は
、本実施形態の駆動装置３２０を示す斜視図である。図８は、本実施形態の可動部材３１
０及び駆動装置３２０を示す平面図である。図９は、本実施形態の支持ローラー３８７及
び可動部材３１０を示す断面図である。図１０は、本実施形態の可動部材３１０、駆動装
置３２０、及び押え板３９３を示す平面図である。
図１１は、本実施形態のアダプターの変形例を示す平面図である。
【００３９】
　図６に示すように、本実施形態の可動部材３１０は、本体部３７１、第１接触部３７２
、第１ギア部３７３、及びフランジ部３７４を含む。可動部材３１０は、第１ギア部３７
３（入力部）が駆動装置３２０から受ける力（伝達されるトルク）によって回動する。本
実施形態の可動部材３１０は、可動部材３１０の回動により第１接触部３７２（出力部）
が交換レンズ２００の絞り駆動部材２０３に対して力を作用させる（伝達する）ことによ
って、絞り駆動部材２０３を変位させる。
【００４０】
　本実施形態において、光軸方向（Ｙ軸方向）から見た本体部３７１の外形は、光軸方向
から見た可動部材３１０の外形と概ね同じである。本体部３７１は、光軸ＡＸを中心とす
る環のうち、光軸ＡＸを中心とする周方向における所定の角度範囲α［°］を占める部分
と概ね同じ形状である。本実施形態の本体部３７１は、光軸方向において＋Ｙ方向を向く
第１面３７５と、－Ｙ方向を向く第２面３７６と、第１面３７５の外縁と第２面３７６の
外縁とを結ぶ第３面３７７Ａと第４面３７７Ｂとを有する。本実施形態の可動部材３１０
は、第１面３７５を含む第１部材３７８と、第２面３７６を含む第２部材３７９とを含む
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。本実施形態において、第１部材３７８及び第２部材３７９は、それぞれ、樹脂材料を型
成形すること等によって形成されている。なお、本体部３７１は、第１部材３７８及び第
２部材３７９から形成されるのではなく、樹脂材料を一体形成してもよい。
【００４１】
　本実施形態の第１接触部３７２は、本体部３７１に対して第２アダプター側マウント３
６２と同じ側（＋Ｙ側）において、本体部３７１の第１部材３７５に取り付けられている
。第１接触部３７２は、光軸方向において＋Ｙ方向から見て（－Ｙ方向に見て）第２アダ
プター側マウント３６２の内周の内側へ張り出している。第１接触部３７２は、交換レン
ズ２００の着状態において、交換レンズ２００の絞り駆動部材２０３と接触する。交換レ
ンズ２００の絞り駆動部材２０３は、所定の方向（＋Ｙ側から見て反時計回り方向）に向
って付勢されており、交換レンズ２００の着状態において、この付勢力によって第１接触
部３７２に押しつけられる。第１接触部３７２は、絞り駆動部材２０３と接触している状
態で本体部３７１と一体的に回動することによって、絞り駆動部材２０３が付勢されてい
る所定の方向に絞り駆動部材２０３を変位させる。
【００４２】
　本実施形態の第１ギア部３７３は、駆動装置３２０の近傍に配置されている。本実施形
態の第１ギア部３７３は、光軸ＡＸを中心とする周方向の位置（角度位置）について、－
１８０°以上－９０°未満の角度範囲に配置されている。本実施形態の第１ギア部３７３
は、本体部３７１のうち、光軸ＡＸを中心とする放射方向において外側を向いた第４面３
７７Ｂに取り付けられている。第１ギア部３７３は、光軸ＡＸを中心とする放射方向にお
いて外側を向いた複数のギア歯を含む。第１ギア部３７３のピッチ円３８０の中心は、交
換レンズ２００の光軸ＡＸとほぼ一致している。第１ギア部３７３の複数のギア歯は、ピ
ッチ円３８０の周方向の一部に相当する範囲に配列されている。
【００４３】
　本実施形態のフランジ部３７４は、光軸ＡＸを中心とする周方向において、第１ギア部
３７３とほぼ同じ角度範囲に設けられている。フランジ部３７４は、本体部３７１に対し
て第２アダプター側マウント３６２と同じ側（＋Ｙ方向）において、本体部３７１の第２
部材３７６に取り付けられている。本実施形態のフランジ部３７４は、本体部３７１から
光軸ＡＸを中心とする放射方向の外側に向って、第１ギア部３７３の歯先よりも突出して
いる。
【００４４】
　図７に示すように、本実施形態の駆動装置３２０は、第２ギア部（動力伝達部）３８１
、第２接触部３８２、アクチュエーター３８３、及びエンコーダー３８４を含む。
【００４５】
　本実施形態の第２ギア部３８１は、アクチュエーター３８３から入力された動力を第１
ギア部３７３へ出力する。第２ギア部３８１は、複数のギアを含む。第２ギア部３８１は
、複数のギアのうちの第１ギア３８５のギア歯が、第１ギア部３７３のギア歯と噛み合わ
されている。第１ギア３８５は、第１ギア部３７３に対して、光軸ＡＸを中心とする放射
方向に関する外側に配置されている。なお、動力伝達部は、アクチュエーター３８３から
出力された動力を、摩擦等を利用して第１ギア部３７３へ伝達してもよい。
【００４６】
　本実施形態の第２接触部３８２は環状である。第２接触部３８２の軸は、第２ギア部３
８１の第１ギア３８５の回転軸と同軸となるように接続されている。第２接触部３８２は
、第１ギア部３７３のフランジ部３７４と接触して、第１ギア部３７３と第２ギア部３８
１の第１ギア３８５との間のギャップを形成している。すなわち、光軸ＡＸを中心とする
放射方向における第２接触部３８２とフランジ部３７４の寸法及び位置は、第１ギア部３
７３の歯先が第１ギア３８５の歯元に到達しない状態において第１ギア部３７３と第２ギ
ア部３８１の第１ギア３８５とが接触するように設定されている。
【００４７】
　本実施形態のアクチュエーター３８３は、電動モータ－（ステッピングモーター）を含
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む。アクチュエーター３８３は、第２ギア部３８１と接続されている。アクチュエーター
３８３は、第２ギア部３８１にトルクを供給し、第２ギア部３８１の第１ギア３８５を回
転させる。第２ギア部３８１については後で詳述する。
【００４８】
　本実施形態のエンコーダー３８４は、第２ギア部３８１の複数のギアのうち少なくとも
１つのギアの回転状態を示す回転情報を検出する。ギアの回転状態は、ギアの回転速度と
回転位置の少なくとも一方を含む。エンコーダー３８４は、検出した回転情報をアダプタ
ー制御部３５０へ出力する。
【００４９】
　図８及び図９に示すように、本実施形態のアダプター３００は、可動部材３１０の位置
に関する位置情報を検出するセンサー３８６を含む。センサー３８６は、可動部材３１０
の位置に関する情報を光学的に検出する。センサー３８６は、光軸ＡＸを中心とする周方
向において可動部材３１０が最も反時計回りに回動された状態であるか否かを、検出する
ことができる。センサー３８６は、検出した位置情報をアダプター制御部３５０に出力す
る。
【００５０】
　アダプター制御部３５０は、エンコーダー３８４から出力された回転情報とセンサー３
８６から出力された位置情報の少なくとも一方に基づいて、アクチュエーター３８３を制
御することによって、第２ギア部３８１の第１ギア３８５の回転状態を制御できる。アダ
プター制御部３５０は、第１ギア３８５の回転状態を制御することによって可動部材３１
０の回転位置を制御し、結果として絞り駆動部材２０３の変位を制御できる。
【００５１】
　図６及び図８に示すように、本実施形態のアダプター３００は、可動部材３１０が光軸
ＡＸを中心とする周方向に円滑に回動可能なように、可動部材３１０を支持する支持ロー
ラー３８７を有する。本実施形態において、支持ローラー３８７は、第１支持ローラー３
８７Ａ、第２支持ローラー３８７Ｂ、及び第３支持ローラー３８７Ｃを有する。
【００５２】
　第１支持ローラー３８７Ａは、可動部材３１０に対して、光軸ＡＸを中心とする放射方
向において内側に配置されている。第１支持ローラー３８７Ａは、光軸ＡＸを中心とする
周方向における回転位置に関して、第２ギア部３８１よりも第１接触部３７２に近い位置
に配置されている。第１支持ローラー３８７Ａは、光軸方向（Ｙ軸方向）から見て光軸Ａ
Ｘと第１支持ローラー３８７Ａの中心とを結ぶ仮想線が第１接触部３７２の可動範囲と交
差するように、第１接触部３７２の近傍に配置されている。第３支持ローラー３８７Ｃは
、可動部材３１０に対して、光軸ＡＸを中心とする放射方向において外側に配置されてい
る。第３支持ローラー３８７Ｃは、第１支持ローラー３８７Ａとの間で可動部材３１０を
挟むように配置されている。
【００５３】
　第２支持ローラー３８７Ｂは、可動部材３１０に対して、光軸ＡＸを中心とする放射方
向において内側に配置されている。第２支持ローラー３８７Ｂは、第１支持ローラー３８
７Ａよりも第１ギア部３７３に近い位置に配置されている。第２支持ローラー３８７Ｂは
、光軸方向（Ｙ軸方向）から見て光軸ＡＸと第２支持ローラー３８７Ｂの中心とを結ぶ仮
想線が第１ギア部３７３と交差するように、第１ギア部３７３の近傍に配置されている。
第２支持ローラー３８７Ｂは、第２ギア部３８１との間に可動部材３１０の第１ギア部３
７３を挟むように配置されている。
【００５４】
　本実施形態のアダプター３００は、図８に示す保持部材３９２、及び図９に示す押え板
３９３を含む。保持部材３９２は、第１収容部材３６０に固定されている。保持部材３９
２は、押え板３９３と光軸方向（Ｙ軸方向）において対向している。第１支持ローラー３
８７Ａ、第２支持ローラー３８７Ｂ、第３支持ローラー３８７Ｃ、及び可動部材３１０は
、光軸方向の保持部材３９２と押え板３９３との間に配置されている。第１支持ローラー
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３８７Ａ、第２支持ローラー３８７Ｂ、及び第３支持ローラー３８７Ｃは、それぞれの回
転軸の一端が保持部材３９２に回転可能に支持されており、それぞれの回転軸の他端が押
え板３９３に回転可能に支持されている。
【００５５】
　可動部材３１０は、保持部材３９２と押え板３９３との間に、光軸ＡＸを中心とする周
方向における回動を妨げない程度のギャップを有して、保持部材３９２と押え板３９３と
に挟まれている。可動部材３１０は、保持部材３９２と押え板３９３とに挟まれているこ
とによって、光軸方向（Ｙ軸方向）における移動が規制されている。
【００５６】
　ところで、アダプター３００は、可動部材が交換レンズ２００の光軸を中心とする周方
向の全周に設けられている場合に、可動部材を回動させる上で必要とされる駆動装置のパ
ワーが増加し、大型になる可能性がある。また、アダプターは、可動部材が交換レンズ２
００の光軸を中心とする周方向の全周に設けられている場合に、可動部材を支持する機構
が複雑になり、アダプターが大型になる可能性がある。
【００５７】
　本実施形態のアダプター３００は、可動部材３１０が交換レンズ２００の光軸ＡＸを中
心とする周方向の一部に設けられているので、可動部材３１０を軽量にすることができる
。したがって、アダプター３００は、可動部材３１０を回動させる上で駆動装置３２０に
必要とされるパワーを減らすことができ、装置サイズを小型にすることができる。また、
アダプター３００は、可動部材３１０が交換レンズ２００の光軸ＡＸの周方向の一部に設
けられているので、可動部材３１０を支持する機構をシンプルにすることができ、装置サ
イズを小型にすることができる。
【００５８】
　本実施形態において、ピン３６３は、光軸ＡＸの周方向に関して第１範囲Ａ１の外側の
第２範囲Ａ２のうち、光軸ＡＸに対する放射方向に関して光軸ＡＸとの距離Ｌ３が光軸Ａ
Ｘと可動部材３１０との距離Ｌ１とほぼ等しい位置に配置されている。したがって、アダ
プター３００は、可動部材３１０がピン３６３と干渉（衝突）することを抑制しつつ、光
軸ＡＸに対する放射方向におけるアダプター３００の寸法を小さくすることができ、装置
サイズを小型にすることができる。
【００５９】
　本実施形態において、第２端子部３３０は、光軸ＡＸを中心とする周方向に関して第１
範囲Ａ１を除く第２範囲Ａ２のうち、光軸ＡＸを中心とする放射方向に関して光軸ＡＸと
の距離Ｌ２が光軸ＡＸと可動部材３１０との距離Ｌ１とほぼ等しい位置に配置されている
。したがって、アダプター３００は、可動部材３１０が第２端子部３３０と干渉（衝突）
することを抑制しつつ、光軸ＡＸを中心する放射方向におけるアダプター３００の寸法を
小さくすることができ、装置サイズを小型にすることができる。
【００６０】
　ところで、可動部材は、回動に伴って保持部材又は押え板と干渉する程度に、光軸方向
における寸法の誤差が生じることがありえる。また、アダプターは、可動部材が環状であ
る場合に製造誤差等による可動部材の形状の歪みによって、可動部材の回動が妨げられる
おそれがある。
【００６１】
　本実施形態のアダプター３００は、可動部材３１０が交換レンズ２００の光軸ＡＸの周
方向の一部に設けられているので、可動部材３１０の製造誤差等によって可動部材３１０
の回動が妨げられることが防げる。
【００６２】
　ところで、本実施形態のアダプター３００は、撮影時に三脚等の撮影用設置台に固定設
置するための構造を含む。以下では、撮影用設置台の一例として三脚５１（図１０）を用
いるものとして説明する。
　図１０は、アダプター３００を一部中身を透過して示す側面図であり、図１１は、アダ
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プター３００を光軸ＡＸの方向から見た断面図である。図１２は、装着状態にあるカメラ
ボディ１００とアダプター３００と交換レンズ２００Ａを、一部中身を透過して示す側面
図である。
　これらの図に示すように、前述した第１収容部材３６０（第１筐体部）から下方に突出
して一体的に形成されている第２収容部材３６１（第２筐体部）は、底部３６６の下面３
６５の略中央に三脚固定用のねじ穴５０ａが設けられている。このねじ穴５０ａには、三
脚５１の座面５１ａから上方に突出する図示しない固定用のねじが締め込まれるようにな
っている。ねじ穴５０ａは、底部３６６の底壁に固定されたねじ受け部品５０によって構
成されている。なお、本実施形態のアダプター３００においては、ねじ受け部品５０が三
脚５１に対するアダプター３００の取付座（アダプター側取付座）とされている。
【００６３】
　図１１に示すように、第１収容部材３６０から下方に突出する第２収容部材３６１は、
その内部が中空状に形成されている。そしてその中空状の内部には、アクチュエーター３
８３等の駆動装置３２０の少なくとも一部が配置されている。駆動装置３２０は、第２収
容部材３６１の底部のほぼ中心（もしくは中央近傍）に配置されているねじ受け部品５０
の設置位置よりも外側に(ねじ穴５０ａを避けて、ねじ穴５０ａの設置位置の周囲位置に)
配置されている。このように第２収容部材３６１内で部品配置をしたので、デッドスペー
スを生じることなく効率よく部品を配置でき、装置の小型化を図ることができる。なお、
図１１に示した符号５２は、第１収容部材３６０内に設置された回路基板である。
【００６４】
　また、第２収容部材３６１の底部３６６は、図３，図４にも示すように、脚部３６７に
対して光軸ＡＸ方向の交換レンズ２００が脱着される側（以下、前方側と呼ぶものとする
）に突出する厚肉の延長壁（突出部）５３を備えている。延長壁５３は、その先端側が第
１収容部材３６０の前方側の端面よりさらに前方側に突出している。延長壁５３の上面の
一部は、切り欠いた形状になっている。本実施形態ではこの切り欠き部分を、光軸ＡＸを
中心とする一定円弧形状を切り欠く円弧溝（凹部）５４として形成している。
【００６５】
　一方、カメラボディ１００の下面５５の中央部には、図１２に示すように三脚５１の座
面５１ａ（図１０参照）から突出するねじ（図示せず）が締め込まれるねじ穴５６ａが設
けられている。このねじ穴５６ａもアダプター３００のねじ穴５０ａと同様にカメラボデ
ィ１００の底壁に固定されたねじ受け部品５６によって構成されている。この実施形態に
おいては、カメラボディ１００の下面５５が三脚５１に対するカメラボディ１００の取付
座（カメラボディ側取付座）とされている。
【００６６】
　アダプター３００をカメラボディ１００に接続した状態において、アダプター３００の
下面３６５とねじ受け部品５０（アダプター側取付座）の下面の高さは、カメラボディ１
００を正位置撮影状態（横位置撮影状態）に構えたときに、図１２に示すように、カメラ
ボディ１００の下面５５の高さよりも所定寸法Ｈ１だけ低くなるように設定されている。
この寸法Ｈ１は、アダプター３００をカメラボディ１００に接続した状態において、アダ
プター３００の下面３６５を三脚５１の座面５１ａ上に固定するときに、三脚５１の座面
５１ａがカメラボディ１００の下面５５と干渉することのない寸法に設定されている。
【００６７】
　また、アダプター３００の第２収容部材３６１（第２筐体部）は、第１収容部材（第１
筐体部）３６０のカメラボディ１００側の端面に対して前方側（図１２中の左側／交換レ
ンズの装着部分寄り）にずらして形成されている（換言すれば、両筐体部の持つ、カメラ
ボディ１００に対向する各対向面について、第２筐体部の対向面は、第１筐体部の対向面
(第１面)よりもカメラボディ１００側から大きく離間する配置となるように形成されてい
る）。具体的には、アダプター３００をカメラボディ１００に接続したときに、カメラボ
ディ１００との間に光軸ＡＸ方向に所定の隙間Ｄ１ができる程度に、第２収容部材３６１
は、第１収容部材３６０のカメラボディ１００側の端面に対して前方側にずらして形成さ
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れている。このように第２収容部材３６１を僅か（隙間Ｄ１が出来る程度）に前方側にず
らしている構造によって、アダプター３００をカメラボディ１００に着脱する際に、アダ
プター３００がカメラボディ１００と干渉しないようにすることができる。これについて
図１３を用いて説明する。
【００６８】
　図１３は、アダプター３００をカメラボディ１００に対して光軸ＡＸ回りに回動して脱
着操作するときの様子を仮想線で示した正面図である。
　カメラボディ１００の前面（マウントが設けられている面）上には、その前面から突出
して設けられている部品（例えば把持用の（指掛け用の）凸部５７や不図示の操作ボタン
等）を備える場合がある。アダプター３００の裏面（アダプター３００とカメラボディ１
００との着脱時にアダプター３００の第２収容部材３６１がカメラボディ１００の前面と
対向する面）は、カメラボディ１００側のマウント部に対してアダプター３００を装着／
取外しする際には、図１３に点線で示すように、アダプター３００がカメラボディ１００
に対して回動する。上述のように第２収容部材３６１が第１収容部材３６０よりも前面側
（交換レンズの装着面側）に、上述の隙間Ｄ１が出来る程度に突出して形成されているこ
とによって、この着脱時の回動の際に、第２収容部材３６１の裏面がカメラボディ１００
の前面上の突出部品（例えば把持用の凸部５７）と干渉せずに着脱することが出来る。
【００６９】
　ここで、アダプター３００の第２アダプター側マウント３６２には、図１に示すような
三脚取付用の座面を備えていない交換レンズ２００以外にも、図１２に示すような三脚取
付用の座面を備えた交換レンズ２００Ａを取り付けることができる。図１２に示す交換レ
ンズ２００Ａは、鏡筒２０６の外周面に鉛直下方に突出する断面略Ｌ字状のブラケット５
８が取り付けられ、ブラケット５８の延出部の下面５９が三脚取付用の座面とされている
。
　ブラケット５８の下面５９の中央部には、三脚５１の座面５１ａから突出するねじ（図
示せず）が締め込まれるねじ穴６０ａが設けられている。このねじ穴６０ａもアダプター
３００のねじ穴５０ａと同様にブラケット５８の底壁に固定されたねじ受け部品６０によ
って構成されている。この実施形態においては、ブラケット５８の下面５９が三脚５１に
対する交換レンズ２００Ａの取付座（交換レンズ側取付座）とされている。
【００７０】
　アダプター３００の下面３６５の高さは、図１２に示すように、アダプター３００に交
換レンズ２００Ａを接続した状態において、交換レンズ２００Ａのブラケット５８の下面
５９の高さよりも所定寸法Ｈ２だけ高くなるように設定されている。この寸法Ｈ２は、ア
タプター３００の第１収容部材３６０の一端に交換レンズ２００Ａを接続し、第２収容部
材３６１の他端をカメラボディ１００に接続した状態において、ブラケット５８の下面５
９を三脚５１の座面５１ａ上に固定したときに、三脚５１の座面５１ａがアダプター３０
０の第２収容部材３６１の下面３６５と干渉することのない寸法に設定されている。
【００７１】
　図１４，図１５は、シフト・アオリ撮影用の交換レンズ２００Ｂをアダプター３００に
接続したときの、本実施形態のカメラシステム１の側面図と正面図である。
　交換レンズ２００Ｂは、アダプター接続側の光軸ＡＸ方向の端部に、アダプター３００
に対して脱着可能なマウント部６１を備えている。マウント部６１よりも前方側（図１４
の左側／被写体側）には、アオリ撮影用の回動機構６２が設けられている。マウント部６
１の外周部（外周部の下方）には、回動機構６２のロックとロック解除を操作するための
操作レバー６３が突出して設けられている。操作レバー６３は、交換レンズ２００Ｂをア
ダプター３００に装着したときに、側面視でアダプター３００の第２収容部材３６１の延
長壁（突出部）５３と一部重なる位置に突出している。しかし、延長壁５３の上面には、
既述（図３，４参照）したように第２アダプター側マウント３６２に面する側に円弧溝（
凹部）５４が設けられているため、操作レバー６３は延長壁５３と干渉することはない。
つまり、円弧溝５４の内面の成す円弧は、操作レバー６３の先端部の光軸ＡＸ回りの回動
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軌道よりも径方向外側となるように設定されている（図１５参照）。
　なお、アダプター３００の第１収容部材３６０の前方側の端面には、交換レンズ２００
（２００Ａ，２００Ｂ）を装着しないときに、図示しないカバーキャップを取り付けるこ
とがあるが、延長壁５３上の円弧溝５４は、このカバーキャップの脱着の際に、使用者の
指先が延長壁５３の上面と干渉して操作を阻害されるのを防ぐようにも機能する。
【００７２】
　図１６は、接写用のベローズアタッチメント７０をアダプター３００に接続したときの
本実施形態のカメラシステム１の側面図である。なお、ベローズアタッチメント７０に取
り付けられる接写用のレンズは、図１６において図示が省略されている。
　ベローズアタッチメント７０は、アダプター３００に対して脱着可能なマウント部７１
と、マウント部７１に結合される後部支持枠７２と、ベローズ７３を挟んで後部支持枠７
２の前方側に配置される前部支持枠７４と、後部支持枠７２に結合されるとともに前部支
持枠７４をスライド可能に支持するガイドフレーム７５とを備えている。図示しない接写
用の交換レンズは前部支持枠７４側に取り付けられる。
【００７３】
　アダプター３００の第２収容部材３６１の底部３６６には前述のように延長壁５３が設
けられ、その延長壁５３の端部は第１収容部材３６０の端面よりも前方側に突出している
が、延長壁５３の第１収容部材３６０からの突出量は、アタプター３００にベローズアタ
ッチメント７０を接続したときに、ベローズアタッチメント７０の後部支持枠７２と干渉
しない寸法に設定されている。またアダプター３００の下面３６５の高さについても、図
１６に示すように、ベローズアタッチメント７０の後部支持枠７２やガイドフレーム７５
と干渉しない寸法に設定されている。
【００７４】
　以上のように本実施形態のアダプター３００は、第１収容部材（第１筐体部）３６０か
ら下方に突出する第２収容部材（第２筐体部）３６１側に、電気部品であるアクチュエー
ター３８３等の駆動装置３２０の少なくとも一部が配置されている。そしてその駆動装置
３２０の一部（アクチュエータ３８３等）は、第２収容部材３６１底部の中央近傍に配置
されているねじ受け部品５０よりも外側に(周囲に)配置しているので、第２収容部材３６
１内で部品配置を効率的にでき、装置を小型化できる。
【００７５】
　また、本実施形態のアダプター３００は、三脚５１に取り付けられる下面３６５が、カ
メラボディ１００の下面５５（カメラボディ側取付座）よりも所定寸法Ｈ１だけ低くなる
ように（光軸ＡＸを中心として放射方向に関して外側になるように）設定されているため
、図１に示すように三脚取付用の取付座を備えていない交換レンズ２００を接続して用い
る場合に、カメラボディ１００と三脚５１の干渉を招くことなく、アダプター３００の下
面３６５を三脚５１の座面５１ａに確実に固定することができる。したがって、このアダ
プター３００を用いるカメラシステム１においては、カメラボディ１００から交換レンズ
２００の重心位置までの距離がアダプター３００の軸長分だけ長くなっても、三脚５１の
座面５１ａをアダプター３００に固定することにより、三脚５１のバランスを良好に保つ
ことができる。
【００７６】
　また、本実施形態のアダプター３００（アダプター本体）は、カメラボディ１００と交
換レンズ２００（２００Ａ，２００Ｂ）に対して脱着可能な筒状の第１収容部材３６０と
、第１収容部材３６０から径方向外側に突出する第２収容部材３６１とを備え、三脚取付
用のアダプター側取付座が第２収容部材３６１の下面３６５（端部）に設定されているた
め、第１収容部材３６０の周域全体を拡大することなく、三脚取付用のアダプター側取付
座を適正高さに設定することができる。したがって、アダプター３００のコンパクト化を
図ることができる。
【００７７】
　さらに、本実施形態のアダプター３００は、第１収容部材３６０から鉛直下方に向かっ
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て突出する第２収容部材３６１の内部に、重量物であるアクチュエーター３８３等の駆動
装置３２０の一部が配置されているため、カメラシステム１のバランス、特に、アダプタ
ー３００を三脚５１に固定設置したときのカメラシステム１のバランスを良好に維持する
ことができる。
【００７８】
　また、本実施形態のアダプター３００においては、三脚５１に取り付けられる下面３６
５が、交換レンズ２００Ａのブラケット５８の下面５９（レンズ側取付座）よりも所定寸
法Ｈ２だけ高くなるように（光軸ＡＸを中心として放射方向に関して内側になるように）
設定されているため、図１２に示すような三脚取付用の取付座を有する交換レンズ２００
Ａを接続して用いる場合に、三脚５１とアダプター３００やカメラボディ１００との干渉
を招くことなく、交換レンズ２００Ａのブラケット５８を三脚５１の座面５１ａに確実に
固定することができる。
【００７９】
　なお、本発明の技術範囲は上記の実施形態に限定されるものではない。例えば、上記の
実施形態のアダプター３００は、円筒状の第１収容部材３６０の外周に径方向外側の一方
に膨出するように箱状の第２収容部３６１が設けられているが、図１７に示すアダプター
３００Ａのように、円筒状の第１収容部材３６０の外周に三方に膨出するように箱状の第
２収容部材３６１Ａを設けるようにしても良い。また、図１８に示すアダプター３００Ｂ
のように、円筒状の第１収容部材３６０の外周に四方に膨出するように箱状の第２収容部
材３６１Ｂを設けるようにしても良い。これらの例の場合、第２収容部材３６１Ａ，３６
１Ｂの各突出端は平坦に形成され、これらの各端面には三脚取付用のねじ穴５０ａを有す
るねじ受け部品５０が取り付けられている。
　上記の実施形態で説明した要件のうち少なくとも１つの要件は、省略される場合がある
。上記の実施形態で説明した各要件は、適宜、組み合わせることができる。
【符号の説明】
【００８０】
１・・・カメラシステム、３１・・・第１アダプター側マウント（第１マウント部）、５
０・・・ねじ受け部品（アダプター側取付座）、５１・・三脚（撮影用設置台）、５３・
・・延長壁（突出部）、５４・・・円弧溝、５５・・・下面（カメラボディ側取付座）、
５９・・・下面（レンズ側取付座）、１００・・・カメラボディ、２００，２００Ａ，２
００Ｂ・・・交換レンズ、３００・・・アダプター（アダプター本体）、３１０・・・可
動部材（被駆動部材）、３２０・・・駆動装置（駆動系）、３６０・・第１収容部材(第
１筐体部)、３６１・・・第２収容部材（第２筐体部）、３６２・・・第２アダプター側
マウント（第２マウント部）、３６５・・下面（アダプター側取付座）。
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【図１７】 【図１８】



(21) JP 5418551 B2 2014.2.19

10

20

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０８－２８６１０９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０３－００９３１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－１９４２４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－０１５７２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－３３３６７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－３１７７３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２６４３６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１９３０８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－３０１２９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－０３４８２４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２４３９２８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－１８１１８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６３－１９１１３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－０９９９８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０５９６８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２５５４２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０１４４０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０１７３７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－２４９３５６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｂ１７／０４－１７／１７、１７／５６
              Ｇ０２Ｂ７／０８、１５／０２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

